
永元すま子
ながもと

生活相談

永元すま子

お気軽にご相談ください

電話 090-8811-1031
住所 若葉町3-39-6

日本共産党市議団は、「市政アンケート」を取り組むなど、皆さんの声を市
政に反映させるために奮闘してきました。そして、国保料の引き下げ(2016
年度)や都有地を活用した特養ホームの建設を実現できました。市民のみな
さんと力を合わせて市政を動かしてきました。

市議３期12年

Profile 1945年奥多摩町生まれ。1961年リオン入社。立川高校定時制卒業。
労働組合副委員長・若葉小父母連絡会会長。
第９中学校PTA副会長・市合唱連盟会長・市文化協会理事。
若葉町青少年健全育成委員・若葉町文化会役員など歴任。
趣味 コーラス・登山。　家族 夫・娘。

▶国民健康保険料の値上げに反対、一人年間1万円の引き下げを
▶市民参加と情報公開をすすめます
▶学童保育・保育園の待機児ゼロ
▶特別養護老人ホームの増設を
▶小学1年生にランドセル代･中学生に制服代の補助を

市議団基本政策　なにより命と暮らし守る市政実現のためにがんばります。
▶学校給食は無償化に！学校給食単独調理場は存続を！
▶憲法9条を守ります
▶若葉小学校や清掃工場の跡地活用は市民の声を聞いてこそ
▶UR（公団）の家賃値上げや民営化は許しません
▶横田基地のオスプレイ配備は許しません！

日本共産党の5人でこそ 実現できます

市民の暮らし最優先の
立川市政の実現のために
憲法9条守ろう！
命とくらしを
大切にする政治を！
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私は、この3期12年厚生産業委員、文教委員、総務委員長、環境建設委員として活動してまいりまし

た。保育園の待機児問題、介護福祉士の重労働問題は市政が取り組む問題だと追及してきました。

若葉町の学校統廃合問題、ヘリコプターの騒音問題、くるりんバスの運賃は元に戻してなど市民の

声に応えるため「住民サービスを削って、基金を溜め込む財政運営では、市民の負担は増えるばか

り」と、市を追及してきました。これからも住民の立場に立って物が言える議員としてがんばります。 

1945年4月富士見町にある山中坂の防空壕に爆弾が落とされ42名の子
どもとお年寄りが亡くなりました。
安倍政権は憲法9条を変えて戦争のできる国づくりを進めようとしている。
未来ある子どもたちのために、二度と戦争を繰り返してはなりません。安
倍憲法9条改憲ＮＯ！全国3千万署名を必ず成功させましょう。私は、今
年も4月に「あの悲しみはくり返さない」と歌います。

立川市清掃工業（若葉町）

住民の立場
で追及!

永元 すま子
ながもと

私は、働きながら二人の子どもを育ててきた経験を生かし、
保育園や学童保育の待機児解消について、粘り強く、質問
してきました。来年度は、待機児はほぼ解消される兆しが
見えてきました。また、就学援助の入学準備金を8月の支
給ではなく、３月にし、入学時に間にあうようにするべきと
して質問してきました。今年から実現することが出来ました。

若葉町では小学校が統廃合され、今年の4月から若葉台小
学校が開設されますが、市民は「若葉小学校を残してほし
い」と7000筆を超える署名が集まったことは、画期的な取
組みでした。今度は、清掃工場跡地の活用をどうするのか、
また、元若葉小学校の活用なども、市民のみなさんと一緒
にまちづくりを考えていきたい、その為に力を尽くします。

子育て世代応援に全力を尽くします

環境やまちづくりは市民の声を聞きながら

私は、この間、国保運営協議会委員として、「国保料の値上
げは許さない」と毎回の審議会で声をあげてきました。2014
年は値上げを見送りさせ、さらに2016年度は、平均1,560
円引き下げさせることが出来ました。「高い保険料は払えな
い」との声を市政に届け、国保料の引き下げをめざします。

高齢者や地域住民に寄り添い
身近な相談相手として役立ちます

地域、住民の声を市政にまっすぐ
 届けるために全力を尽くします。

立川で 空 襲があった
「あの悲しみはくり返さない！」




